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ゲノムを有する野生イネおよび O. glaberrima の特徴を明らかにした。非 AA ゲノムを有する野生イネ
においては、グルテリンの２D-PAGE パターンは互いに大きく異なり、個々のサブユニットの蓄積量に
も著しい変異があることを示した。このように野生イネにおけるグルテリンサブユニットの同定・定
量化に初めて成功し、Bタイプグルテリンあるいは未知のグルテリンを多く有する系統を見出した。
 以上のように、本論文での研究は、オリジナリティーの高いものであり、タンパク質の基礎研
究に貢献するだけでなく、農業生産への応用をも見据えた優れた研究である。得られた成果は、
栽培イネの食品機能改善を図る上で有用であると考えられる。 
これらの点において学位論文として十分な価値を有するものと判定した。 
 
 
